
Ⅰ．はじめに

　前報（１）では，三股町試験地でのスギポット苗の月別植栽完

了１年半後までの生存率と成長量について報告した。

　今回は，その後の生存率と成長量及び同時期に植栽した通常苗

の成長について調査を行ったので報告する。

Ⅱ．調査地の概要と調査方法

　１．三股町試験地

　調査地は，宮崎県北諸県郡三股町内の標高７５０m、斜面方位 SE，

平均傾斜１０度，１９９８年６月から１９９９年５月まで，毎月初めにスギ

ポット苗約１００本（９８～１０３本）を植栽した。１２ヶ月間の植栽本

数は１，２０３本，植栽間隔は，苗間２m×列間２mの ha 当たり

２，５００本とし，毎月３列ずつ植栽した。品種は，タノアカであっ

た。

　２．西郷村試験地

　調査地は、宮崎県東臼杵郡西郷村内の標高１５５m，斜面方位

NW，傾斜３０～４０度，２０００年８月から２００１年７月まで，西郷村試

験地に植栽した。

　植栽本数は毎月３０本ずつ合計３６０本を植栽した。品種は，児湯

３号，タノアカ，マアカであった。両試験地とも使用した苗は，

１年生挿し木をポットに移し替え，１年以上育成した苗高４０～

６０cmのものであった。ポットは，ポリエチレン製で直径１０．５cm，

高さ９ cmのものを使用した。

　調査は，毎年，成長休止期に樹高及び胸高直径を測定するとと

もに枯損調査を行った。また，三股町試験地においては，平成１７

年１０月にポット苗と通常苗のそれぞれ４月植栽木の成長調査を

行った。

Ⅲ．結果と考察

　１．植栽月別成長調査

　スギポット苗通年植栽平均樹高成長量（累積）を図－１，２に示

した。両試験地とも植栽日が異なったため同一植栽後日数で比較

した。三股町試験地においては，１，８２５日で比較した結果，成長

量が大きかったのは７月，８月，成長量が小さかったのは５月で

あった。

　７月と５月の成長量差は，９３cmであった。植栽月により成長

量にばらつきがみられるものの，現時点の生育には問題がないと

考えられる。

　西郷村試験地では，１，０９５日で比較した結果，６月と１０月の成長

量が大きく１２月が小さかった。

　６月と１２月の成長量の差は，５７cmであった。

植栽月により成長量に差はみられ，その原因としては，品種の違

いや植栽環境の違いが考えられるが，特定には至っていない。し

かし，三股町試験地と同様に現時点の生育には問題がないと考え

られる。

　２．枯損調査

　両試験地の枯損調査の結果を表－１示した。

　三股町試験地の平均生存率は，植栽後１年目９６％、植栽後２年

目以降９４％と，高い生存率であった。

　枯損の原因は主として害虫によるものが多く，総枯損本数７６本

の内３６本（４７％）がネキリムシ，コウモリガの被害であった。こ

れらの被害は，特に５月～７月植栽木に多くみられた。植栽時期

が害虫の活動時期と重なったことが被害の拡大につながったもの

と考えられる。

　また，活着不良，枯損原因不明が，２８本（３７％）あり，全枯損

木の９６％が３年以内に被害を受けていた。

　西郷村試験地の平均生存率は，植栽後１年目は９８％であったが，
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２年目以降は８５％となった。枯損の原因は主として獣害（シカ，

ウサギ等）によるもので，全枯損木５４本の内３５本（６５％）であっ

た。シカによる食害は，２年目以降に多発し，枯死には至ってい

ないものの，生育不良木が多くみられ，現在でも採食，角擦り等

の被害を受けている。

　このように，両試験地の枯損原因については，虫害，獣害が多

くを占めており，活着不良，枯損原因不明の割合は，３％未満と

低いものであった。

　また，通常の植栽時期である３月，４月と比較して，どの月も

同等，または，それ以上の生存率となっており通年植栽の可能性

が示唆される。

　３．スギポット苗と通常苗の成長調査

　図－３にポット苗と通常苗の樹高及び胸高直径を示した。通常

苗は，ポット苗植栽地を挟む形で植栽しているため，東側と西側

の２箇所で成長調査を行い，樹高について，分散分析を行った。

その結果，有意な差はみられなかった。ただ，将来においても差

がないかどうか，今後も調査を行って行かなければならない。

　また，ポット苗の根系は，ルーピングが多少みられたものの十

分発達しており，成長に問題はなかった。（写真－１，２）

Ⅳ．おわりに

　堤ら（３）は，ポット造林により，植え付け適期が拡大される

としており，また，林野庁の報告（２）においては，スギでは条

件が非常に悪い８月末の植栽において，普通苗の活着率が２８％の

時にポット苗では９０％強の活着を示したとしている。

　今回，スギポット苗通年植栽における２年目以降の成長及び活

着について調査を行い，スギポット苗は通常苗と変わらない成長

を示し，どの月の植栽においても虫害等は多少あるものの，活着

は，良好であるという結果が得られた。

　このことから，スギポット苗は成長の面からも生存率の面から

も，通年植栽が可能であると考えられる。
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図－１．スギポット苗の平均樹高成長量（累積） 図－２　スギポット苗の平均樹高成長量（累積）

表－１．植栽後１年目と２年目以降の植栽木の生存率と枯損本数

平均３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月植栽時期

９６９４９８９７９８１００１００９９９９８９８９９４９５生存率（％）植栽後１年目

三股町 （６）
６２

（３）
３

（２）
２００１１

（１）
１１

（１）
１１

（３）
６

（５）
５

枯損本数
（本）

９４９２９５９５９７９９９８９６９８８９８７９０８８生存率（％）植栽後２年目試験地

（６）
８５

（３）
５

（２）
３

（１）
１

（１）
２

（３）
４２

（１）
１１

（１）
１３

（４）
１０

（６）
８

枯損本数
累積（本）

～
０５．３月現在

９８９７９７１００１００１００１００９７９７１００１００９７８７生存率（％）植栽後１年目

西郷村

１１００００
（１）
１１００１

（１）
４

枯損本数
（本）

８５８７９０８６７３９３７３９０９７８７９０９０６７生存率（％）植栽後２年目試験地

４３５８２８
（１）
３１４３３

（１）
１０

枯損本数
累積（本）

～
０５．３月現在

注）表中（　）書きは、活着不良及び原因不明による枯損本数、また、２年目以降は、累積本数
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写真－１．ポット苗、通常苗の根系状況（１９９９年４月植栽）

図－３．ポット苗と通常苗の樹高、胸高直径の比較（１９９９年４月植栽）

　写真－２．ヒゲ根、白根等除去後の根系状況


